
 

目的 

  法務省のホームページでは、子どもの人権に関して「いじめや体罰、児童虐待、児童買春や児童ポルノ等の

性被害など、こどもが被害者となる事案が後を絶ちません。こどもは一人の人間として最大限に尊重され、守

られなければなりません。」と記している。 

  また、文部科学省が公表した生徒指導提要では、児童の権利に関する条約について、条文の概要（①差別の

禁止、②児童の最善の利益、③生命、生存発達に対する権利、④意見を表明する権利）について触れ、さらに

「同条約の理解は、教職員、児童生徒、保護者、地域の人々などにとって必須だといえます。」と記している。 

  そこで、高校生自らが人権に関する理解を深め、「性的マイノリティ等多様性への配慮」、「自己信頼感の

育成」、「適切な援助希求的態度の促進」といった現状の課題とその解決について考察するフォーラムを開催

し、高校生をはじめ社会全体にメッセージを発信することで、「誰一人取り残さない社会づくり」を啓発する

機会とする。 

 

開催日及び会場等 

開催日程 ： 令和６年10月21日（月） 13:00～17:00（受付12:30～13:00） 

会  場 ： アイム・ユニバースてだこホール 大ホール 

入 場 料 ： 無 料 

 

参加者等 

参 加 者 ： 中高生、ＰＴＡ、教育関係者、健全育成関係機関･団体等 他 

参加者数 ： 600名程度 

 

主催・共催等（下線以外は予定） 

主  催 ： 沖縄県、沖縄県警察、沖縄県教育委員会 

共 催 ： 浦添市教育委員会 

後援〈予定〉： 一般社団法人沖縄県ＰＴＡ連合会、沖縄県高等学校ＰＴＡ連合会、 沖縄県小学校長会 

沖縄県中学校長会、沖縄県高等学校長協会、沖縄県高等学校生徒指導研究会 

 

日程及び内容 

日程 内容 

13:00～13:20 

(20分) 

開会行事 

 開会の言葉：沖縄県教育委員会教育長 

主催者挨拶：沖縄県知事、沖縄県警察本部長 

13:20～14:20 

(60分) 

第１部 基調講演 

演題：「高校生に求められる人権感覚について」（仮称） 

講師：○○○○ 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:20 

(50分) 

第２部 プレゼンテーション 

テーマ：「これから求められる人権感覚についての理解」（仮称） 

プレゼンター：高校生が考える「ちゅらマナー」プロジェクトメンバー 

15:20～15:30 休憩 

15:30～16:50 

(80分) 

第３部 パネルディスカッション 

テーマ： 「これから求められる人権感覚について」（仮称） 

コーディネーター：□□□□ 

パネリスト：△△△△ 

        ＰＴＡ代表、県警代表、高校生、中学生、教育関係者 等 

16：50～17:00 
閉会行事 

閉会の言葉： 沖縄県高等学校ＰＴＡ連合会会長 

 

沖縄県高校生「ちゅらマナーアップ」フォーラム 

〜育成！ボクらの中に宿る「人権感覚」〜 

開 催 要 項 

 

例 

本課から、共催・後援

の依頼をします。 

演題内容・講師等は委託業者と

調整します。 

日時・場所は予約済み

です。 


